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発 刊 の 辞
谷岡学園が、最初の教育機関をスタートして、はや90年が過ぎました。創設者、谷岡登
先生や、当時ご尽力いただいた多くの先生方はすでにおられませんが、こうして研究成果を
公刊し続けられることを墓前に報告できること、幸いに存じます。
先生方が掲げた、「世に役立つ人物の養成」という建学の理念は、90年経っても古さを感
じるどころか、現代社会においてますます重要性を増しているように思えます。いかに先の
世を見ていたか、ということでしょう。我々はこの誇るべき建学の精神を守り、そしてより
発展させていくことをここで誓いたいと思います。
谷岡学園の旗艦としての役割を自負する大阪商業大学も、本年70周年という節目を向か
えます。新校舎 re-Act が完成し、双方向のインターアクティブな授業もすでにあたりまえ
になりつつあります。外部からの研究費の獲得も増加傾向にあり、特に JGSS 研究センター
は、データ・インフラストラクチャー構想における日本の 4 拠点のひとつとして採択され、
5 年間の予算をいただくとの報告を受けました（ちなみに採択されなかったのは、旧帝大複
数校を含む 4 国立大でした）。他の研究所や個人も、今まで以上頑張っています。
昨年度の入試から、定員100名の増加が認められ、現在 1 学年1100名定員で推移していま
すが、18歳人口減少の世の中で、競争倍率は増加傾向にあります。これはすべて過去の関
係者の方々のご尽力とその果実・遺産によるものですが、こうして与えられた幸運を受け継
いだ我々の使命は、それをさらに続け、発展・進化させていくことかと考えます。昨今の若
者の気質もふまえ、日本の将来に必要なリーダーを生み出すべく、時代を先取りし、カリ
キュラムの改革、授業の工夫、学生への丁寧なケア…と、多くの施策を実現していく所存で
す。どうかご期待下さい。
この論集は、90周年を迎えた我々が発信する最初の成果物です。100周年へ向けての次の
10年間のスタートとして、中味の濃い論文集になったと自負しておりますが、如何でしょ
うか。お読みいただき、感想などお聞かせいただけると嬉しく存じます。
「大阪商業大学論集─谷岡学園九十周年・大阪商業大学七十周年記念号─」の発刊にあた
り、関係の皆様に厚くお礼申し上げます。
2019年　春
学校法人 谷岡学園　理事長
大 阪 商 業 大 学　学　長
谷 岡　一 郎
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